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新村猛講義ノート

奥 村 旅 人＊

【解説】

本資料は，新村猛が作成した講義ノートである。重山文庫が所蔵するコピー (『人文學報』第

122 号掲載の前小特集所収「新村猛関係資料目録」の資料番号「D-519」) を底本として翻刻した。現

在のところ原本は発見できていない。表紙には「General Culture Philosophy」とあり，ノー

ト中には 1946 年 7 月 1 日 (「7. 1」) から 1947 年 6 月 9 日 (「ʼ47. 6. 9.」) の日付が書かれている。

新村は当該時期に京都人文学園で「一般教養」の授業を担当しているため，本資料はこの授業

の内容を記したものと推測される。前小特集には，新村が「関西政治労働学校」で行った講演

の口述筆記 (「新村猛『民主戦線の諸問題』」藤野志織翻刻) と，京都人文学園で学生が書き留めた

受講ノート (「講義ノート『一般教養 (新村猛先生) 6. 10 趣意書ニ依ル』」，須永哲思翻刻) を掲載した。

本資料は新村自身の手による京都人文学園での講義ノートであり，前小特集掲載資料とは補完

的関係にある。こうした講義関係資料は，新村の「人文主義」の内実を知る上でも重要な資料

であるといえるだろう。

*おくむら たかひと 京都大学大学院教育学研究科

『人文学報』第126号 (2026年 6 月)

(京都大学人文科学研究所)
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【凡例】

・原則として，旧字体は新字体に改めた。

・歴史的仮名遣いについては，原文のままとした。

・誤記や書き損じが傍線で抹消され，誤記の前後左右に訂正された文字の加筆があり，抹消部

分が重要な意味を持つとは考えられない場合には，抹消前の文字は記載せず，訂正後の文字

だけを記載した。・明らかな誤字・誤記については，本文中で〔 〕に正しい字を記したル

ビを付した。

・イタリア語やフランス語の格言などについては，本文中に〔 〕で簡単な日本語訳を補った。

・講義ノートとしての史料的性質から，なるたけ原文の誌面イメージに近くなるように，矢印

や括弧，縦書き箇所などの表現を再現した。
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【新村猛講義ノート 表紙・1頁】
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Democracy & Education

Democracy ─ government of the people, by the people for the people ─ (Lincoln)

that is to say ─ self-rule

There exists government in any social group.

集団ニ於ケル意見ノ定メ方
専制的

民主的

Democratic government
directive

indirective

The people are called upon to possess the governmental faculty, but it must be also

considered that, for example, he had better plunge into water with desperate courage to

become a good swimmer.

自由：ヤラネバナラヌコトガ出来ル 価値 (正義：真実…)

放恣：ヤリタイコトガ何デモ出来ル

民
主
政
治
ニ
対
ス
ル
駁
論
ニ
対
ス
ル
再
反
駁

Majority do not always reflect the right.

民主政治ニ対スル駁論ニ対スル再反駁

∴衆愚 衆議統裁 (=Democratic gov. ノ欺瞞)

(シカモソノ事ニ関スル能力ヲ有スル)

1．参会者個人々々ニ関心ノアル事柄ニ就イテ議論シナケレバ無意味デアル。シカシ、

生活ニ関シテハ誰デモ一様ニ能力ヲ有スル。

2．議会政治ノ弊害



衆愚

収賄

dictatorship ニ於ケル、arbeits dienst (labour servise)

之ハ feudal system ノ名残ナリ

衆ヲ賢ニスル手段ヲ講ゼズシテ衆愚呼バハリヲスル

〔表紙〕

General Culture

Philosophy
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2

ムシロ衆愚ナラバ衆賢ニシ向ケルノガ正当ナラズヤ。

一国ノ政治ノ良否ハ、ソノ教育対策ヲ見レバ明瞭ナリ。

要スルニ、民主政治駁論者ハスデニ反駁ノ資格ナシ。

先ヅ生活ノ安定ヲ与ヘ、教育ノ機会ヲ均等ニシ、個性ヲ伸展セシムベシ。

働イテ無報酬テフコトハ封建時代ノ残渲

〔滓〕

ナリ。

(サレド、日本ニ於ケル勤労動員徴用ハ止ムヲ得ザリシニアラザルヤ。)

3．ガリレオガ Inquisition (宗教裁判) ニ於テ、自説ヲ曲ゲザルヲ得ナカツタ。天動力、地動力、

多数決ニヨツテ決定セントシタ。 “eppure
〔e p p u r 〕

si mouve”〔それでも (地球は) 動いている〕

(実践理性、理論理性) 理性トハ真実ヲ認識スル能力。

Descartes ノ方法序説 (1637)

今、少数デアツテモ人間ノ進歩ニヨツテ次回ニハ多数ヲ占メルカモシレナイ。

理性信仰 (人間ニ内在スル可能性ヲ信ズル)

=

合理主義 両者ガDemocracy ノ基盤ナリ。

故ニ Democracy ハ Education ヲ重ンズル。スナハチ、Education ニヨツテ人間ニ内在スル

理性其ノ他ノ美点ヲ引出ス。

理性ヲ備ヘタ人間性ヲ尊重スル─Humanity

教育効果ヲ過大評価スル傾キガ SCAPニアルヤウデアル。

自然科学以外ノ人文科学ニ於テモ、“eppure
〔eppur〕

si mouve”
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孟子曰、禹聞善言則拝矣。

匹夫野人トイヘドモソノ言正シカラバ拝聴スベキ謙虚サ。発言者ノ態度、語調等ノ外的条

件ニ眩惑サルヽ勿レ。

咢堂翁曰ク、強弱ト正邪トハ一致セザルベカラズ。

戦争ノ見方｛
1. 枢軸側ノ立場ヨリ。

2. 連合側ノ立場ヨリ。

3. 中立ノ立場 (学問、研究、思考) ヨリ

｝行動ノ場合ハ二者撰一。

国際正義ノ立場ヨリ見テ、何レガ正義ニ近キヤ。

政体、機構、制度等ニアラズシテ人間コソガ責任ノ主体ナリ。

社会現象ト自然現象ヲ混同スベカラズ。

戦争犯罪 (War crime)

人道、平和ニ対スル罪。

1929 ノ不戦条約 (国際間ノ争ヒヲ戦争ニ愬フベカラズ) ニ日本モ参加シタ。

現在ノ世界ノ状態ヲ惹起シタ人物ガ処罰サレヌコトハ不当ナリ。

個人トシテハ罪ニアルガ、国家トシテハ罪ニナラヌトイフコトハ不当ナリ。

私人ニ対スル情ト公人ニ対スル批判トハ峻別スベシ。

カヽル意味ニ於テ戦争犯罪ハ成立スル。

而シテ、原告ハHumanity ナリ。

第三ノ立場ヨリスレバ、

戦争ノ当初ニ於テ、大義名分 (美名) ヲ唱ヘルコトハ古来ノ通例ナリ。
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1．international right トハ何ゾ。

2．League of Nations ニ U. S. 加入セザリシハ何故。

以上二ツノ問題ヲ先ヅ解決セザリシベカラズ。

武力ニ訴ヘル時ハ、凡有ユル sacrifice ヲサシ引イタ余剰トシテ、(原住民ノ) 幸福ヲモタラス

ダケノ誠意ト実力ガ前提トシテ要請サレル。

芸術、文学方面ヨリ見レバ、

World War Ⅰノトキ、Hemmingway、「武器ヨサラバ」等ノ文学作品ハ皆戦争ヲ肯定セズ、

戦争ヨリノガレントアガイタ。之ハ同時ニⅠノ性質ヲ物語ル。

World War Ⅱノトキ、連合側ニスグレタ作家アリシコトハ確カ。戦争ニ意義ヲ見出シテ

連合側勝タザルベカラズ、トシタ。正シイ世界歴史ノ流レニ掉サシテ居レバコソ、正シイ

積極的ナ明ルイスグレタ作品ガ輩出シタ。

今次ノ敗戦ヲ残念ナリトスルハ、我々ノ情ナリ。併シ、international right (humanity)

ニヨリ近キ方ハ何レカヲ考フベシ。

論拠ノアル意見ヲ俟ツ。
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7. 1

ni ange, ni bête〔(人間は) 天使でも獣でもない〕(Blaise Pascal)

Pansé
〔Pensée〕

ノ中デ roseau pensant〔考える葦〕

le bon sens 良識

=

la raison 理性

table rase
〔 t a b u l a r a s a 〕

(F.) 何ラノ先入見ナキ白紙ノ状態ニ立ツテ思考スルコト肝要。

戦没同胞ニ思ヒヲ致シ、青年中ヨリ選バレタ身ノ使命ト責任ヲ痛記スベシ。

理性ノ要求。

人文主義トハ個人ヲ平等ニ尊重スル。

日本人ノ通弊トシテ、結論ヲ急グコト屡ナリ。結論ヲ急グヨリモ、アラユル条件ヲ考慮

スベシ。

先ヅ、中世ヲ脱シテ、日本ヲ近代化スルコト、即チ、近代人トナルコト。政治上、社会上、

経済上ノ意見ヲ定メルノハ三四年後ニテ可。慣習ハ目ニ見エヌ姿デ、吾人ヲ縛ツテヰル。

之ヲ自責スルコトガ、之ヲ払拭スルコトノ第一歩ナリ。

慣習ハ特ニ家庭ニ巣クフ。convention=conservative

9. 9.

個人ノ変革期ト国家ノ変革期トヲ同時ニ体験シテヰル。

社会情勢ノ推移 (環境) ハ個人ヲ制服
〔征〕

スル。社会ト個人トノ関係ハ、密切
〔接〕

不可離ナリ。

Democracy ハ persuit
〔 p u r s u i t 〕

for happiness ヲ含ム。

一切ヲ疑ヘ。
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保守勢力ニ寛大ニナリツヽアル現在ノ占領政策ハ、日本ノ進歩ニトツテハ痛シ痒シデアル。

世界ノ動キヲ常ニ注視セヨ。

ʼ46. 9. 16

社会立法、機構、施設ノ欠陥

真実ニ対スル awe、respect、sence、courage

之ガナケレバ、真実ヨリモ虚偽ニ走ル弱隙ガ生ズル。

行為ノ客観的結果ニ対スル責任。

志 (動機) ノ善悪ノミデ判断スルコトハ誤リヲ招ク。

to observe and judge accurately the objective results or influences of oneʼs acts.

ʼ46. 9. 30

才能、天分ト環境トノ密接ナ連関 (interaction)

“民ハ依ラシムベシ、知ラシムベカラズ”─蒙昧主義 (obscurantism)

人間ノ可能性ニ対スル信頼ヲ基盤トシテ教育ガ成立スル。

↓

Democracy human nature ヲ信頼スルコトカラ

民主思想ガ生ズル過程 (橋) ハ何デアルカ

世界観ニ含レテヰル欲求

生命ニ対スル尊重

u. s.

Jefferson, Declaration of Ondependence ノ中デ、Life, Liverty, pursuit of happiness

French declaration of Natural Rights

自由平等
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武士道ハ死ヌコトヽ見付ケタリ｡ ニ対シテ

Democracy

近代精神

humanism ｝ハ生クルコトヽ見付ケタリト言ヒ度イ。
日本人ノ gloomy disposition ハ不可避カ否カ。

compared with U. S.ʼ light, vivid character.

自由ノタメノ闘ヒノタメニコノ尊イ生命ヲ捧ゲタ事例ハ古来厖大デアル。ソレホド自由ハ

尊イ。

財産ハ、人間ノ労苦ノ結果デアル限リ尊イ。消費ノタメノ必須ナ限リニ於ケル財産ハ正当ニ

評価サレネバナラヌ。

fundamental rights (天賦人権) ハ有力ナ思想ニシテ変動機
〔期〕

ニアツテハ、何ガ故ニ然ルカヲ

追求スルコトガ特ニ必要デアル。

現在ノ地位、位置、境遇ヲ超越スルトコロニ学問ノ立場ガアル。真実ヲ追求スル時及ビ場ハ

学問ノ立場デナケレバナラナイ。

ʼ46. 10. 14

万世一系ノ国体ハ今次ノ constitution 改正ニヨツテ変更サレタ。

コレニヨツテ政治形態トシテノ Democracy ノ本旨ハ明ラカニナツタ。Italy ハ

Rennaissance
〔 R e n a i s s a n c e 〕

ノ発祥地デアル。自由都市ガ発生シ、相互ニ連繋シ、全国的ナ scale デ

democratic state ヲ完成シタ。

confraternity (同胞体)

Bologna ← Paris

近代大学ノ発生。

Bologna ノ方向ニ revolutionize スベシ。
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the principle of our school ニ agree シナガラ、コレニ反スルコトハ断ジテ自由ニアラズ。

自ラノ撰ンダモノニ服スルコトガ自由デアル。

Hegel 自由ハ認識サレタ必然デアル。

Engels 必然ノ王国カラ自由ノ王国ヘ。

Kant 自由ハ判断ガ感性ニヨツテ支配サレナイ状態デアル。

French 文人 自由トハナサネバナラヌコトガ出来ルコト。

コヽニWhat are we to do？ガ問題トナツテクル。

自由トハ自ラニヨルトイフコトデアル。

実際ニ行動スルノハ畢業後デヨイ─？

究極目的ハ the pursuit of the happiness ノミニアラザルヤ？

共学ノmeaning ハ将来ノ selection of couple ニ資スルニ止ツテハナラナイ。

新シイ (同志社、慶應義塾、自由学園、救世軍) ヲ create セヨ。

シタラバ、our school ノ foundation ハ上記ノモノト同類カ？

機械ヲmaster スルコトガ現代人ノ課題デアル。

the other schools トノ相違ハ程度ニアラズシテ本質的ナモノデナケレバナラナイ。

謙虚。

先ヅ近代的ナ市民ニナル。基礎教育 (完成教育)

公民

羽仁氏ノ鞭撻ニ chance トシテ、confraternity ヲ打立テ、ソノ basis ノ上ニ法則ヲヨリ

ヨキモノトシテ、ソレニ則ツテ行為スル。

democracy ハ one way デアル。相対的ニ見テ the best way デアル。
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committee ノ改選 substitute organ

teachers ハ confraternity ノ補佐役デアル。

human being ハ進歩シテヰルト信ズ。先人ノ業蹟ノ上ニ立ツテ更ニ一歩ヲ進メルコトガ

出来ル。

Bologna カ Paris カノ岐路ニ立ツテヰル現状。

ʼ46. 11. 11 従来ノ教育ニ対スル批判

Paris 式→ Bolognia 式ヘ

日常市民ノ道徳 統治スルタメノ、徳治主義ヲ打破スル。

civic virtues 日常生活トノ遊離。

spirit

未来ニヨツテ現在ヲ規定スル 現在ノ行為ノ結果ヲ慮ツテ現在ヲ規定スル。

気ガ利ク。

基本的人権。

頑是ナイ子供ガ社会ニ於テ、反社会的行動ニ出ルノハ如何ナル根源ヨリシカルカ。社会

トノ関係ノ吐ケ口ヲ夫ハ妻ニ、妻ハソノ吐ケ口ヲ子供ニ、カクシテ親馬鹿。

社会ト家庭ト密接ナ関係。

個人々々ノ問題ニ吸
〔及〕

スル。

道徳ノ二元性。団体内ニ於ケルトキト対他団体ニ於ケルトキト。

平均点主義、画一主義−[綜合トノ関係如何］

個性ヲ無視スル

人間ニ対スル考ヘ方

人間教育ト職業教育トハ両立シ難イ。
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ʼ46. 11. 22.

学問ノ sense ハ世界的ナモノデアツテハジメテ、ホントウニ学問ト言イウル。自然科学

ノ世界デハ夙ニ国ト国トノ垣ガ取リ去ラレテイル。社会科学ノ面ニオイテモソウデナケ

レバナラナイ。

シタガツテ学者ハ必然的ニ世界主ギ者デアル。

“汝自身ヲ知レ”コレガスベテノ esp. 学問ノ出発点デアル。

シボリトロウトスル意欲、自主的ナ態度ガイツデモ肝要デアル。

白カ黒カイズレカヲ早ク結論シタガル傾向ヲ戒メル必要ガアル。

勿論行動ノ場ニ於テハイヅレカヲ定メネバナラナイガ、ソノ時デモ自分ノ感ジヤ気分デ

定メナイデ冷静ナ理性ニヨリドコロヲモトメルコト─コレガ学問ノ根本的態度デアル。

行動ニ適用サレナイヨウナ思考ハオヨソ意味ガナイ。

sense ハ環境ヤ教育ニヨツテ健全ニヤシナワレルモノデアル。

(Sasaki)

縁ノ下ノ力持ガ道徳的支持ヲ要求スルトキ、自ラノソノ美シイ行為ハダイナシニナル。

日本人ホド名刺ヲヨク使ウ国民ハオソラクアマリナイダロウ。U. S. ノ映画デ名刺ノ

ヤリトリヲ見タコトガアルダロウカ？アノ接シ方ハ実ニ淡々トシテイル。

コレト関連シテ stranger ニ対スルヨソヨソシサヲ改メネバナラナイ。ソノ stranger

カラ一種ノ心理的圧迫感をウケナガラ
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ソレヲ斥ケヨウトモ、又、容レヨウトモシナイ。之ハ日本人ノカノ封鎖性、排他性カラ

出テ来ルノデアロウカ。Democracy トハ全ク反対デアル。

ʼ46. 12. 16.

DIVERSITY BETWEEN U. S. & S. R. 〔「Soviet Russia」の意か〕

S. R. ハ立チオクレタ変体的ナ条件ノモトニウチタテラレツヽアル。イワバ、socialistic

state デアル。

U. S. はメグマレタ条件ノ下ニスクスクト発達シタ capitalist state デアル。

U. S.

1492 Columbus 1620 the May Flower

New England ─ハジメ 7代ノ president ハコヽカラ出テイル。

原住 Indian トノ争事─ frontier spirit

1690 13 states ガデキテ、Britain カラ governor ガ派遣サレタ。

1776 Declaration of Independence (cf. 1789 人権宣言)

旧大陸ノ絶対王政ニ対スル反抗デアル。

南部ヲノゾクU. S. ハ中世ノ feudalism ヲ経験シテイナイ。

nation-state ハ Civil War 以后デアル。

旧大陸ニオイテハ中世ヲ背負ツテ近世ヲ産出シタ。新大陸ノ南都デハ、綿ノ栽培ノタメ

slavery ヲ採用シテイタガ、之ヲ打破シタノガCivil War デアル。

中世ノ遺制ヲ政治上、宗教上カラ否定的人々ガ建国シタト
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ユウ事実ハ U. S. ノ特色ノ根本的ナモノデアル。ソレニ広大ナ平原、人手ハイツモ不足

シ、コヽニ機械ノ発達ガ促サレ、能率主義ガ起ル。frontier spirit ─意志、健康、知性。

1980〜90 太平洋岸ニ到着シタ。カクシテ自然資源ノ豊富ハ人々ニ楽天主義ヲ植エツケ、

イヤシクモ、実力ノアル者ハ、ソノ自分ノ実力ニ応ジテドンナ仕事ニモタヅサワルコト

ガデキタ。カクシテ高イ生活水準が生レル。

S. R. 〔「Soviet Russia」の意か〕

労農夫ノ大衆ノ組合ヲロシヤ語デ soviet トユウ。

帝政Russia ハ民族ノ Prison デアル。

多種多様ノ異民族。

30、40 年前マデ中世ノ桎梏ニクルシンデイタノデアル。

1917 revolution。

ʼ47. 1. 20. 宗教

日本ノインテリ層ワ大体宗教ニ対シテ無関心デアル。

ソノ理由ワ I. S. 氏ニヨレバ (民主々義ノ哲学 p. 89、90、91)

1．自然科学、技術ノ進歩

2．世界性オモタナイ神道ガ、国教、民族宗教トサレテキタ。ソシテ、

仏教 (普遍性、世界性) ガ神道ノ君臨下ニ仮死状態。

chr 教

仏教ワ intelli ニ対シテ指導的ナ影響オモタズ。
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カエツテ 1 般国民ノアイダニヒロクユキワタリ、ソノ習俗ノ根底ヲナシテイル。Christianity

ニオイテワ明治以来K. 内村ノヨウナ彗星ガアラワレタ。

元来ワ呪術→宗教

トコロガ日本ニオイテワ宗教→呪術

サテ、宗教ノ要素ワ何カ。

1．スベテノ自然オ認識シヨウトスルイトナミ (哲学、芸術、科学)

2．幸福ナイトナミエノ努力 (宗教人ノ社会事業)

原始時代ノ神話ワ、ソノ当時ノ原始人ノ世界現 (weltbild) デアル。

宗教ワ文化生活ノ 1ツノ拠点─文化政策、社会政策

[e. g. 講］

Reformation オヘテモ、社会政策オトロウトシテ、1 ノ自然認識ノシゴトオ他ノ哲学ヤ

科学ニマカセテ、個々ノ内的生命ノ救済、充実オ宗教ノ機能トスルニイタル。

J. Dewey ノ宗教論

religion ─人間ノ努力カラハナレテ、コトニ自然ノ外ニ god ガハジメカラ存在スルト見ル。

religions ─人間ガツクリ支エテイルモノ、一切ノ理想的目的ノ統一ト見ラレルチカラ。

god ワ理想ノ symbol デアル。欲求ト行動ニト人間オカリタテル。
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ʼ47. 2. 3. 文化ト文明

生活水準トユウ条件ガ精神的ナ発展オ左右スル。

Bn. ヤ US デワ文化ヨリモ文明トユウコトニ重点オオイテイル。

文化 (culture) ノウチモツトモ人間的ナモノワ芸術デアロウ。

文化→文化財 (文化遺産)

芸術→芸術品

生活条件ニ余裕ガデキ、意欲ガオコルトキ文化財ニ接スル主体ワ文化スルノデアル。

1般大衆ワ文化財オ鑑賞スルダケノ余裕ガナイ。

撞木−鐘−鳴音

人間−文化財−文化

芸術ワ芸術的生産トヨバレルベキデアロウ。(自然物ニmodification オクワエルモノダカラ)

コノトキ、ワレワレノ鑑賞作用ワ芸術的消費トナル。

何故、アル種ノ文化財ガ普遍的デアリウルノカ？

何故、アル種文化遺産ガイマナオ美的享受ニタエウルノカ？

文化遺産トワ、否定的ニイエバ、先人文化ノ形骸ニスギナイ。

ワレワレガ之ニ接シテワレワレノ文化的機能オヨビサマサレルトキ、継承トイエル。

サラニ時代ノ推移ニ応ジテ鑑賞ノ主体ガカワツテユク。ダカラ文化財ワ 1 ツデアツテモ、

コレカラヒキダス文化ワ種々デアル。タエズツクリカエラレテイルノダ。
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継承ト保存トワ別デアル。

真実ニ肉薄シツヽアル人間ノ進歩ニ即応シテユクニ足ル伸縮性オモツ文化オヨビニ文化財。

ʼ47. 6. 9.

natural rights (人権)

déclaration des droits de lʼ Homme et du citoyen de 1789 (1789)

despotism 下ニアツテハ人権ハ無視又ハ軽視セラレ、人民モ自分ノ責任ノモトニ行為スル

トユウコトハナイ。

スベテノ人民ハ平等デアル。トユウノハ現状認識ノコトバデハナク、必然、希望ノ未来

的言葉デアルカラ、ヨリ力強イノデアル。

サラニ復古ノモツ革新性ヲ忘却シテハナラナイ。現状否定ノ面ニオイテ共通スル力ヅヨ

サハ特ニ青年心理ニ appeal シ易イ。生命ハ尊イトユウノハギリギリ結着ノ、ソシテ最

初ノ思想、即チ credo (信条) デアツテ、大前提デアル。

現在日本ノ反省 軍官ヲケナスダケデU. S. ニ追諛スル卑屈ト事大主義。

くにのあゆみノナマヌルサ。

生命ヲ尊ブカラコソ戦争ガ出来ル─ paradoxical truth

生命ヲ失ウニ強制サレタ道 (徴兵) ト撰ンダ道 (権力エノ反抗) トノ 2ツガアル。ソシテ、

軍人ガ尊バレツイニソノ横暴ヲ許スコトノ中ニハ生命ヲ尊ブ思想ノ証拠ガアル。

シカシ、モツト積極的ニ尊ブ人民ニナラナケレバナラナイガ、トニカク、軍人ガタツトバレ

タノダカラ、マダ日本人ニハ脈ガアル (irony)。シカシ、損害ノ発表ニアタツテ軍事施設ノ

安否ノミヲ言ツテ民家ノ安否ヲ言ワナイノハ、手段ガ目的ニナツテシマツタ混乱デアル。戦

争ノタメノ戦争トナル。

人間本来ノ願望ニカナウwar ナラバ永続性ト強力性トヲモツ。

社会制度ノ相異ガ war ヲ不可避ニスルト放言シテ能事畢レリトナスノハwar ニ対スル順

応、挑発デアル。人間デアル以上、war ハサケラレル。少ナクトモサケラレル可能性ハ

WW2デ大キクナツタト言イウル。

warヲ他ノ animal ニオケル生存競争ト同一視スルノハマチガツテイルトオモウ。


